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する心理社会的因子についての疫学研究 

 

主任研究者名（所属施設） 国立成育医療研究センター 

      （所属・職名）こころの診療部乳幼児メンタルヘルス診療科・診療部長 

 

（研究成果の要約）子ども虐待と関係の深い母親の心理社会的要因として、発達障害傾向や衝

動性が重要であることを明らかにした。育てにくさを持つ児とその母親への支援として、グル

ープ指導・個別指導の介入研究のメタアナリシスを行い、児の対人相互交流はグループ指導・

個別指導の両方で有意に伸びるが、「母親の児への情緒応答性」は個別指導でのみ有意に伸び

ることを明らかにした。実施したコホート調査のデータを解析し、乳幼児虐待のリスク因子と

して母親の発達障害傾向、若年、子どもの数が多いことなどが重要であることを明らかにした。

胎児虐待防止の重要性について調査データをもとに提言を行った。本研究代表者は日本産婦人

科医会主催「母と子のメンタルヘルスフォーラム」指導者研修会のプログラム作成・講師を担

当することとなり、本研究で明らかになった育児困難を持つ母親の心理社会的リスク因子とそ

れに対する支援について研修プログラムに盛り込み、研究成果の均てん化を図った。また、厚

生労働省子どもの心の診療拠点病院事業と子育てひろば全国連絡協議会の共催で研修会を開催

し、研究成果の均てん化を図った。 

 

１．研究目的 

 本研究では、自閉スペクトラム症を持つ

母親は、育てにくさを子どもに対して感じ

る場合、周産期から母子保健関係者が注意

すべき点があるとの仮説を立て、世田谷区

における母子のメンタルヘルスのコホート

研究のフォローアップ調査を実施し、また、

有効な支援方法を検討する。 
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３．研究成果 

 2012 年 12 月から 2013 年 3 月の間に世

田谷区の全分娩施設で出産した母親を対象

にコホート調査を行っており、そのフォロ

ーアップ調査を 2017 年度に行った。フォロ

ーアップ調査では 1065名の有効回答があっ

た。 

子ども虐待と関係の深い母親の心理社会

的要因として、発達障害傾向や衝動性が重

要であることを明らかにし、Scientific 

Reports誌に発表した（Tachbiana et al., 

2017）。 

育てにくさを持つ児と親子の支援のメタ

アナリシスを行い、「児の対人相互交流」と

「母親の児への情緒応答性」が支援によっ

て伸びることの期待できる重要なアウトカ

ムであることを明らかにし、PLOS ONE 誌に

発表した（Tachibana et al., 2017）。ま

た、育てにくさを持つ児とその母親への支

援として、グループ指導・個別指導の介入研

究のメタアナリシスを行い、児の対人相互

交流はグループ指導・個別指導の両方で有

意に伸びるが、「母親の児への情緒応答性」

は個別指導でのみ有意に伸びることを明ら



 

かにし、PLOS ONE誌に発表した（Tachibana 

et al., in press）。 

胎児虐待防止の重要性について調査デー

タをもとに提言を「子ども虐待とネグレク

ト」誌に行った（立花ら、２０１８）。 

 実施したコホート調査のデータを解析

し、乳幼児虐待のリスク因子として母親の

発達障害傾向、若年、子どもの数が多いこと

などが重要であることを明らかにした

（PLOS ONE 誌に投稿中）。また、自閉症の

スクリーニングである Social Responsive 

Scale 日 本 語 版 の 標 準 化 を 行 っ た

（Stickley, Tachibana, et al., 2017）。 

 

 

４．研究内容の倫理面への配慮 

 本研究実施にあたり、国立成育医療研究

センター倫理審査委員会の承認を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


